
  

 

 

 

 

 

  

  昨日の中日新聞でも「名古屋港鍋田ふ頭・ヒアリ 20 匹確認」の 

見出しで「南米原産の強毒アリ・ヒアリ 20 匹がコンテナ内で発見 

された」と報じております。 このヒアリは、2.5～5 ㎜ほどの大き 

さで、体は赤褐色、お尻に毒針を持っています。 これに刺されると、 

火の着いた線香を押し当てられたような痛みがあり、刺された個所 

には炎症や腫脹がみられ、最悪の事態では重度のアレルギー反応であるアナフィラキシーショックを 

起こし、死に至ることがあるほど怖いアリです。 

 愛知県の海辺では、鍋田ふ頭（弥富市）・飛島ふ頭（飛島村）の 2 ヶ所のコンテナ基地で見つかって 

います。 両ふ頭周辺には、好釣り場が多数あり、ハゼ釣りの時期には多くの釣り人で賑わいます。 

 したがって、釣り人が、ヒアリに出くわす危険性は大変高いと思われます。 “もし、ヒアリに 

刺されたらどうするか？ ”“もし、ヒアリ（またはヒアリらしきアリ）を見付けた時はどうするか？” 

をご確認下さい。  

 

 

 

  まずは安静にし、容態が急激に変化することがあれば、最寄りの病院を受診してください。 

  受診の際は、「アリに刺されたこと」「アナフィラキシーショックの可能性があること」を、医師に 

伝えて下さい。 

 

 

 

   ヒアリを、発見したら、『地方環境事務所（愛知県では、自然環境課・鳥獣グループ Tel 

  052－954-6230  Fax 052－963-3526 Male              ）』に連絡し、 

日時・場所 等をお知らせ下さい。  

   

 

 

   

    ヒアリは、人の健康や生態系、農林水産業などに重大な影響を及ぼす「特定外来生物」に指定され、 

NPO釣り環境保全連盟 平成 29年 8月 6日 

釣り人ジャーナル 
今月の沖釣りターゲット JOFI 東海プレス [ 新聞記事・テレビ放映・ロケ特集 ] 

＜ 釣り人目線で解説 ＞ 

ヒアリに刺された時は ？ 

 ？ 

（一社）全日本釣り団体協議会 

 

“ ヒアリ撲滅作戦 ” 

[ ヒアリ ] 

 

ヒアリを発見した時は ？ 

 ？ 
shizen@pref.aichi.lg.jp

』 

“釣り人は 水辺のガードマン” 
＜ 正確な知識 と 沈着冷静な行動 ＞ 

 ヒアリの他に“アカカミアリ”“ブラウジングアント”も各地で見つかっております。 

 [ JOFI 東海（東海釣りインストラクター協議会） 松岡 隆春 ] 
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